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はじめに










様、主人公の精神不安が問われる久作文学には、頻繁に夢中遊行や殺人妄想、精神病患者、サディスト、変態、狂気と表裏一体の天才が登場する。先行研究ではベルグソン、ヘーゲル、フロイトなど多くの西洋精神医学・哲学との関連 長らく指摘されているが、強烈な個性をもつ登場人物たち モデルの有無については 作中にも登場する「カリガリ博士」との一致が挙げられて以降停滞している観がある。江戸川乱歩は
⑶
「夢野君の書かれた狂気の世界は、狂人自身





















でも彼らを「天才」 「狂人」と二つの呼称で呼び、常人には理解されがたい「非凡」な存在として、両義的な意味をもたせる。正木教授に至っては、社会的 貢献が望まれる人物としても機能しており、関東大震災後流行した一般の「変態」という言葉、社会の枠組みから漏れた落伍者と う認識では、これらの人物が描かれていないことは明白である。『変態心理』では、最新の医学・哲学を紹介する一方で、現在の科学の枠には収まりきらない超常現象も同じ土俵に扱っているがこれはこの雑誌が「
⑴
近代化の過程で排除され、隠蔽されたすべての

























た正木教授の部屋（九州帝国大学、医学部、精神病科本館）に案内され、そこで『ドグラ・マグラ』という論文を発見する。ここで印象的なのは、 「私」が読者と同じ視点に立って、細部まで部屋を観察・説明しようとすることだ。記憶を失った「私」と 物語の展開の見えない「読者」の立場は、知識がゼロであるという 点で重なり、読者は「私」 目で正木教授の部屋から、物語の何らか ヒトを得ようとする。部屋には精神病患者の残した作品や 硝子戸棚
の中には、 「並外れて巨大な脳髄と、小さな脳髄と、普通の脳髄の比較」 、 「色情狂、殺人狂、中風患者 一寸法師等々々の精神病状者の脳髄のフォルマリン漬け（いずれも肥大、委縮、出血、又は梅毒に犯された箇所の鮮明なもの） 」 、頭蓋骨などが収められている。これらは教授の精神病患者の人体への異様な関心を示すとともに、大学教授の研究室というアカデミックな場所でありながら 彼の研究がオカルティズムにあふれたものであったことを読者に印象付ける。また正木教授の研究は（ と 異常を関連付けて研究する） 、 『変態心理』の刊行の言葉 所謂精神上の故障は所謂肉体上の故障を伴うもので（中略）つねに互 原因結果 関係を有し合って居るのであります」と重なり、それは『一足お先に』など本テクスト以外の久作作品にも、 「異常」を学術的に説明する際に頻出する設定となってい 。
この『ドグラ・マグラ』の序盤のシーンと、 『変態心理』創刊号












それ等のすべてが、清々しい朝の光りの中に、或は眩しく、又はクッキリと照らし出されて、大学 教授 居室らしい、厳粛な静寂を作っている光景を眺めまわしているうちに、私は自から襟を正したい気持ちになって来た。事実……私 この時に、ある崇高なインスピレーションに打たれた感じがした。 （中略）好奇心なぞというものは、どっかへか消え失せてしまって……何事も天命のまま……というような
神聖な気分に充たされつつ詰襟のカラを両手で直した。それから神秘的 運命の手によって導かれる行者のような気分でソロソロと前に進み出て、参考品を陳列した戸棚の行列の中に歩み入った。
中世的・宗教的な面影を残す正木教授の部屋の様子と、頭蓋骨への興味。 またその部屋に入った 「私」 が感じる 「神秘的なインスピレーション」や「天命」の存在など、記事内容とテクスト内の正木教授の大学研究室は、多くの一致点を見せる。久作が記事を参考に、正木教授の部屋を設定した可能性は高い。㈡
　
中村古狭「二重人格の少年」 （創刊号より）





惟さるべし。 （略）尚、以上述ぶるところに依って、古来、夢中遊行病者が一種の二重人格の所有者なるが如く思惟せられおる事が、真に近き理由をも理解するを得べし。すなわち、祖先代々より遺伝し来りたる無量の記憶と、その血統中に包含せられたる各人種、各家系、各個性等 無数 性能 統一体たる一個の人間の性格のうち、その 部が覚醒中に分離してあらわれたるも が所謂二重人格にして、同じく睡眠 発露されたものが夢中遊行なり。
 （ 『ドグラ・マグラ』 「心理遺伝附録」より）
若林のこの科学的「二重人格」という診断を、 正木教授は「離魂病」による「自我忘失症」と診断し、 「心理遺伝」による呉青秀の人格の覚醒とする。では、記事とテクストの一致点を簡潔に挙げたい。
第一に、少年の問題は、 「無意識に母親を苦しめること」であり、






大分第二人格に気に入ったと見えて、彼は急にはしゃいだ調子になって「よし、暫くの間と云うなら山田と別れてやろう」と云い出した。 （中略）「じゃ僕の方から年限を切るが、異存はないか。 」「異存はない。早く云え、早く云え。 」「では百年！」と余は言下に答えた。 （中略）「じゃ仕方ないから
百年間別れてやろう。その代りおれにも少
し言分があるから聞いて呉れるか。 」














 （ 「空前絶後の遺言書」 ）






















然るに本日午後五時頃、大学裏海岸 通りかか 抄魚釣り帰りの二名の男が、海岸に漂着している一個の奇妙な溺死体を発見し、この旨箱崎署に届出たので万田部長、光川巡査が出張して取調べたところ、懐中の名刺により正木博士で る事が判明したので又又大騒ぎとなり 福岡地方裁判所から熱海判事 松岡書記、福岡警察署より津川頚部、長谷川警察医外一名、又、大学側からは若林学部長を初め川路、安楽、太田、西久保の諸教授、田中書記等が現場に駆け付けたが 検索の結果同博士は同海岸水族館裏手の石垣の上 帽子 葉巻きの吸いさしを置き、診察服を着つけたまま手足を狂人用説性之手枷足枷を以て緊縛し、折柄の満潮に身を投じたもの
自殺の方法は異なるが、第一に奇妙な死に方であったこと。そして同僚が検査していること。第二に在学中秀才と評され、医学科教授
という肩書であること。東京大学特待生であった高橋教授は岡山の医学専門学校の教授であり、九州 を首席 卒業した正木教授は、母校の精神科で恩師に推薦されたことで教授職に就任する。さらには人物像や他人の評価、取り巻く女性に至るまで奇妙な一致が見られるのである。記事から引用す 。
夫人桃代子は岡山の絵葉書店の看板娘であった。教授が永く独身生活を続けて居た或る年―それは十四五年前である―或る日途中で行き会った美しい女性に、医学上の新発見でもしたように引きつけられた。
第三に結婚の結びつきが一致すること。記事には、高橋教授の夫
人桃代子との出会いが記されているが、正木教授もまた「絵を描ことが得意な」美女呉千世子と、医学論の実証「医学 新発見」のために、遺伝の問題を抱える彼女に近づき結婚す 「医 上 新発見」で結びついた結婚という記事との一致 偶然ではな だろう。さらに高橋教授の夫人の名前は「桃代 」とあ が、呉一郎の従妹で許嫁の名前も「モヨコ」 のである。
高橋教授と正木教授の人物像も周囲の人物評も、細かい点まで重






第五に「大博士」を目指し、医学的成功を望んでいること。また、医学以外の学問にも通じることも一致する。正木教授も「大博士」になるため「学術の鬼 となり、日本にある従来の地位では満足できず 欧州を遍歴する。そして世界的な 上の発見と社会的認知を目論み、呉一郎の実験を実行するのだ。学問も医学に止まらず、自己価値が高いことも高橋教授と酷似している。
以上の一致から、記事の高橋教授が『ドグラ・マグラ』の正木教



















「優等特質と劣等特質」に分けて語る。優等特質とは、 「国家社会に利益を与えるもの」であり、 「有益なる社会的研究なり、宇宙的研究なり、正義人道の考察なり、学術の研究発達なり」の結果が、優良なる性質の表れだと述べる。一方、劣等特質とは、 「学問をなして理を知り反ってそれを悪く利用して姦計をなすが如き」ことだとする。さらに警部は、犯罪要因に「金銭」と 性欲」 挙げ、近年の犯罪心理傾向を「虚栄的心理」 、 共鳴心理」 、 「衝動的模倣性」どの「変態 」に原因があると説いている。
注目すべきは、人の優劣も、社会的な関わりの中で、有益な学問




この少年の骨相が、この事件の根本を支配しております心理遺伝と、重大な関係を持っているからで御座います。……すなわち人間の骨相というものは、その先祖代々の血統の縮図 又、或る一人 性格 のは、その人間の先祖代々の精神生活の凝り固まりとも考えられるべきもので御座いますから、　　　　　
（中略）
つまり只今からご紹介致します劬全絶後の怪事件 真相と申しますのは、要 るにこの少年の鼻の穴の中に隠れておりました蒙古人種系統の心理遺伝が、一時に暴れ出したもの 、 考えくだされば宜しい で御座います。

（ 「狂人の解放治療」 ）
ところでその人間の脳髄によって、時々刻々 反射交感されて一粒の中に平等に含まれて る、その人間の個性とか、特徴とかいうも は、吾輩の実験によると一つ残らず、そ 人間が先祖代々から遺伝してきた千心理作用の集積に外ならない
のだ











































らの引用。内容は「社会の発展と比例す 精神病の増加という見解は、人に自己の、あるい 取り巻く他者の精神病化を恐れて、自己への そして他者への眼差しの強化と細密化を増進させる。人々 目 はこ して密かに監視の網の目が張り巡らされていく。精神病と診断された人々の監禁という事態 みならず、すべ の人々が精神病学の言説の中に監禁されて行くのである。 」とある。
⑸
　
⑶に同じ。
⑹
　
⑶に同じ。
〈付記〉
　
本文の引用については復刻版『変態心理』 （大空社
　
平成八年五
月） 、夢野久作『夢野久作全集
　
九』 （筑摩書房
　
平成四年四月）に拠る。
